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住民の力で
能舞台修復
23年ぶりに能が上演

　佐渡は「鶯や十戸の村の能舞台」と詠まれたように、現在も
35の能舞台が残る能楽が盛んな島です。
　椿尾集落（真野）で長い間使われずに傷んでいた能舞台を地元
の「椿尾能楽・石工の里の会」の皆さんが中心となって修理し、
11月7日、能が23年ぶりに上演されました。地域が一体となった
取組みに、伝統文化の継承と、地域の活性化が期待されます。
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10
月
18
日
〜
29
日
、
「
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
」

が
、
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
各
国
の
政
府
代
表
者
な
ど
が
集

ま
り
、
多
様
な
生
き
も
の
や
、
生
き
も
の
が
暮
ら
す
環
境
を
守
る
た
め
に
、
様
々
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
渡
市
で
は
、
ト
キ
の
野
生
復
帰
を
取
り
巻
く
状
況
や
、
人
と
ト
キ
が
共
生
す
る

島
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
や
国
際
自
治
体
会
議
で

発
表
し
、
世
界
に
向
け
て
佐
渡
市
の
取
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
と
は
　

名
古
屋
議
定
書
と
愛
知
目
標
が
採
択
さ
れ
て
閉
幕
　

サイドイベントで発表する髙野市長

エコアイランド 佐渡を
世界に発信

エコアイランド 佐渡を
世界に発信

エコアイランド 佐渡を
世界に発信

生物多様性って？

～ＣＯＰ10に参加しました～
コ ッ プ テ ン
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Ｐ
Ｏ
Ｃ
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第
約
条
性
様
多
物
生
「
た
れ
さ
催
開
回
今

10

の
議
会
る
れ
か

10

で
目
回

Ｐ
Ｏ
Ｃ
「

10

呼
も
と
」
議
会
の
も
き
生
球
地
連
国
「
に
う

Ｐ
Ｏ
Ｃ
の
こ

10

Ｐ
Ｏ
Ｃ

10

10
月
29

閉
に
日

用
利
の
源
資
伝
遺
る
れ
ら
得
ら
か
物
生
な
要

公
が
国
用
利
と
国
産
原
を
益
利
る
じ
生
ら
か

際
国
な
た
新
る
守
を
系
態
生
は
標
目
知
愛

Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｓ
「
る
図
を
用
利
な
的
続
持

ま
い
て
し
ら
暮
が
の
も
き
生
な
ま
ざ
ま
さ

い
も
と
種
万
０
０
０
３
と
る
め
含
も
の
も

い
合
り
わ
か
か
に
い
互
お
て
じ
応
に
境
環９

3

で
ん
結
を
約
条
の
こ
が
域
地
と
国
の

さ

と

や

ま



佐
渡
市
で
の
取
組
み
を
発
表
し
ま
し
た

私たちに
できることは？
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（
ト
ン
ベ
イ
ド
イ
サ
①

10
月
19

）
日

を
の
も
き
生
る
い
で
ん
組
り
取
が
市
渡
佐

着
定
生
野
の
キ
ト
が
授
教
准
島
関
の
学
大
潟

そ
を
て
い
つ
に
ム
テ
ス
シ
と
場
餌
た
け
向
に

」
初
市
渡
佐
「
は
演
講
の
で
議
会
際
国
る
す②

10
月
23

・
日

24

）
日

Ｐ
Ｏ
Ｃ

10

の
国
各
界
世
る
い
て
し
加
参
に

ど
な
員
職
の

15

（
議
会
体
治
自
際
国
③

10
月
24

26

）
日

Ｐ
Ｏ
Ｃ

10

59

体
治
自

米
証
認
キ
ト
や
れ
流
の
で
ま
帰
復
生
野
と
護

10
月

11

29

）
日

ブ
る
す
介
紹
を
み
組
取
の
）
ル
ツ
（
市
水
出

も
人
０
０
５
６
て
じ

て
し
場
来
に
々
方
の

・
・
・
ば
え
と
た

う
よ
し
に
う
よ
い
な
さ
汚
を
然
自
・

う
よ
し
加
参
に
動
活
護
保
然
自
の
域
地
・

う
よ
け
が
心
を
消
地
産
地
・

う
よ
め
努
に
源
資
省
や
ネ
エ
省
・

う
お

悲
う
い
と
滅
絶
生
野
の
キ
ト
は
で
渡
佐

サイドイベントで発表した笹渕自然
保護官（右）、新潟大学・関島准教授
（左）、髙野市長

トキ資料展示館を見学する
エクスカーション参加者

鳥連合のブース。
トキのペーパー
クラフトは大人気。

餌をとるトキ。ビオトープや冬期湛水（ふゆみずたんぼ）により、生きものが暮らしやすい環境をつくっています。
たん
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Ｐ
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友
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ボ
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友
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友
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友
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日
中
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
　
ト
キ
が
モ
チ
ー
フ
に

4

トキをモチーフにしたライブショーや展示が行われた日本館。

鬼太鼓公演。鬼太鼓の迫力に会場は釘付けに。

日本館のシンボルマーク。色合いは、
トキの色を採用。

10
月
31

催
開
で
市
海
上
・
国
中
に
日

ま
は
館
本
日
た
し
と
心
中
を
み
組
取
の
へ
帰
復
生
野

ま
れ
さ
Ｒ
Ｐ
て
し
と
」
表
代
本
日
「
が
）
キ
ト
（
渡

10
月
13

15

し
助
補
を
部
一
の
費
経
の
め
た
る
す
加
参
に
業
事
う
行
を
究
研

業
事
象
対
助
補

成
平
ら
か
日
の
定
決
付
交
金
助
補

24

月
３
年

31

業
事
成
養

②

ム
ウ
ジ
ポ
ン
シ
の
等
化
性
活
域
地
び
よ
お
修
研
察
視
の
地
進
先

）
と
こ
る
あ
で
間
期
修
研
の
上
以
日
３
が
数
日
実
（
加
参
の
へ

業
事
究
研
査
調
の
め
た
の
り
く
づ
域
地
③

※

は
額

20

内
国
（
円
万

・）
60

）
外
国
（
円
万

※

円
万
０
０
１

者
象
対・

18
・

生
校
高
る
す
有
を
所
住
に
内
市
に
び
ら
な
生
学
中
・
小
の
内
市

り
切
締
の
集
募

11

で
ま
末
月
各
の
月

）
集
募
回
４
年
（

項
事
意
注

介
紹
に
民
市
く
広
を
果
成
の
等
修
研

習
講
（
る
な
と

せ
わ
合
い
問
お

係
興
振
域
地

課
興
振
域
地
所
役
市☎

63―

Ｘ
Ａ
Ｆ

２
５
１
４

63―

５
２
１
５

平
成
23

度
年

業
事
成
育
材
人
市
渡
佐

る
か
か
に
ど
な
修
研
察
視
の
地
進
先

す
ま
し
助
補
を
部
一
の
用
費

日本館に来館され
た各国のVIPにおみ
やげとして、トキの
絵柄入り「ふろしき
」が好評。日本館コ
ンパニオンのユニホ
ームもトキがモチー
フとなっている。

プレショーにて、洋県トキ飼育センター主任・席咏梅氏（写真右）、
佐藤春雄氏（写真中央）、近辻宏帰氏（写真左）らの、日中が協力して
佐渡において進められてきたトキ保護・野生復帰への取組みが紹介。



鶴
子
銀
山
関
係
遺
跡
の
発
掘
調
査

３
回
目
の
ト
キ
放
鳥
が
行
わ
れ
ま
し
た

■トキとの共生ルール
①優しく静かに見守りましょう。
②トキに餌づけをしないようにし
ましょう。
③トキを観察するときは地域に迷惑
をかけないようにしましょう。
④繁殖期間は、トキの巣に近づか
ないようにしましょう。
　ただし、農林業等に従事されて
いる方は、田んぼ等で作業中に
トキが近くにいても特別な配慮
は必要ありません。

斜面を平坦に造成した平坦地

現地見学会

こ
う
さ
いさ

れ
き

そ
う

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

73

5

11

回
３
第
の
キ
ト
た
れ
わ
行
ら
か
日
１
月

の
つ
立
び
飛
接
直
が
キ
ト
て
し
放
開
を
口
出

結
た
し
導
誘
を
キ
ト
に
近
付
口
出
て
い
ま

計

13

確
に
々
徐
が
ど
な
姿
す
探
を
餌
に
緒
一
が
士

ま
い
て
れ
さ
認

２

年

の

秋

と回

20

つ
ず
羽

ケ
化
順
を
度
程

式
方
く
い
て
し

こ
る
す
立
確
を

て
し
指
目
を
と

い
さ
だ
く
せ
寄
お
を
報
情
撃
目
キ
ト
■

ま
り
あ
も
と
こ
る
す
動
行
で
所
場
い
な
れ

絡
連
ご
へ
館
会
流
交
キ
ト
市
渡
佐
ら
た
け

館
会
流
交
キ
ト
市
渡
佐

１
５
５
―
０
８
９
―
０
２
１
０

（

８
前
午

間
時
付
受

時
30

）

Ｘ
Ａ
Ｆ
・

24

１
４
０
６
―

（
24

）
付
受
間
時

３
０
１
０
―
２
５
９
〒

所
住
・

１
―
１
０
１
１
上
潟
穂
新
市
渡
佐

第2回放鳥トキと行動する放鳥トキ（左）
 （11／7撮影）

鳥
放
回
３
第

所
務
事
官
護
保
然
自
渡
佐
省
境
環

成
22

か
日
１
月
７
年正

17

５
１
（
年

め
た
の
配
支
山
銀
が
勝
景
杉
上
に
）
９
８

え
考
と
設
施
る
な
と
身
前
の
所
行
奉
渡
佐

こ
る

い
て
れ
ば
選
が
地
の
衝
要
る
通
が
道

し
積
堆
に
上

礫
砂
た
い
て

出
ら
か
中
層

滓
鉱
た
し
土

析
分
学
科
を

こ

と

た

し

に
中
石
鉱
（

貴
る
れ
ま
含

微
と
）
属
金

検
が
）
属
金
い
な
れ
ま
含
に
石
鉱
（
鉛
の
量

と
い
高
が
性
能
可
の
跡
炉
る
す
係
関
に
錬
製

平
は
査
調
掘
発

成
23

う
行
き
続
き
引
も
年

指
の
家
門
専

分
学
科
や
導

査
調
の
等
析

し

お

と

を

ら
明
を
題
課

い
て
し
に
か

考
と
い
た
き

ま

い

て

え

佐渡金銀山企画展のお知らせ

 佐渡博物館(八幡)では、佐渡金
銀山企画展を開催しています。
 今回の展示は、「吹上海岸石切
場跡」、「旧佐渡鉱山の施設群」
など新たに国史跡となった文化財
について紹介しています。ゴール
デン佐渡所蔵の貴重な資料の
数々を展示していますので、ぜひ
この機会にご覧ください。
入館料
一般700円／高校生500円
／中学生400円／小学生200円

港
・
鉱
山
集
落



市
立
畑
野
中
学
校
３
年
　
伊
藤
結
菜

　
「
税
金
で
　
な
り
立
つ
社
会
　
い
い
暮
ら

し
」

　
こ
れ
は
２
年
前
の
私
が
佐
渡
市
教
育
委
員

会
教
育
長
賞
を
い
た
だ
い
た
標
語
だ
。
で
も

本
当
の
こ
と
を
言
う
と
、
こ
の
時
私
は
税
金

と
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
、
一
体
何
な
の

か
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
分
か
っ
て

い
た
の
は
、
み
ん
な
が
払
っ
て
い
る
も
の
だ

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
２
年
前
の
私
が
思
っ
て
い
た
よ
う
に
、
税

金
は
み
ん
な
払
っ
て
い
る
。
自
分
が
一
生
懸

命
に
働
い
て
、
も
ら
っ
た
給
料
の
何
パ
ー
セ

ン
ト
か
を
国
に
納
め
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
面

倒
く
さ
い
な
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
け
ど
仮
に
、
こ
の
日
本
か
ら
税
金
が
消

え
た
と
す
る
。
そ
の
時
に
一
番
困
る
の
は
私

た
ち
自
身
だ
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
税
金
で
今

の
私
た
ち
の
し
て
い
る
何
の
不
便
も
な
い
豊

か
な
暮
ら
し
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
。

　
税
金
は
様
々
な
所
へ
使
わ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の
健
康
診

断
や
予
防
接
種
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
た
め
の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
税
金

が
使
わ
れ
て
い
る
。
も
し
、
税
金
が
な
か
っ

た
ら
、
診
察
料
や
治
療
費
を
自
己
負
担
で
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
税

金
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
。

　
ま
た
、
税
金
で
道
路
を
補
修
し
た
り
、
ゴ

ミ
の
処
理
も
し
て
い
る
。
こ
れ
も
税
を
払
わ

な
け
れ
ば
、
道
路
は
穴
だ
ら
け
、
街
に
は
ゴ

ミ
が
あ
ふ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
、
今
の

生
活
か
ら
は
考
え
つ
か
な
い
よ
う
な
こ
と
が

お
こ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
税
は
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
教
科

書
、
机
や
イ
ス
の
購
入
、
校
舎
の
建
設
や

修
理
も
多
く
の
人
が
納
め
た
税
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
教
科
書
の
う
し

ろ
に
は
、

　
「
こ
の
教
科
書
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

を
担
う
皆
さ
ん
へ
の
期
待
を
こ
め
、
国

民
の
税
金
に
よ
っ
て
無
償
で
支
給
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
」

と
書
い
て
あ
っ
た
。
私
は
国
民
の
人
た
ち

が
納
め
て
く
れ
た
税
で
教
科
書
や
机
、
イ

ス
を
使
え
る
と
思
う
と
大
切
に
使
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

　
私
は
将
来
、
き
ち
ん
と
税
を
納
め
る
大

人
に
な
り
た
い
と
思
う
。
今
の
暮
ら
し
と

変
わ
ら
な
い
、
ゴ
ミ
の
処
理
が
き
ち
ん
と

さ
れ
、
道
が
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
よ
う

な
良
い
暮
ら
し
を
し
た
い
か
ら
。
そ
れ
に

私
が
今
学
校
に
行
っ
て
学
べ
る
と
い
う
環

境
が
あ
る
よ
う
に
未
来
の
子
供
た
ち
に
も

学
校
に
行
っ
て
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
。

だ
か
ら
私
は
税
を
き
ち
ん
と
納
め
た
い
。

　
こ
の
作
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
２
年
前

は
知
ら
な
か
っ
た
多
く
の
事
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
税
は
な
ぜ
納
め
る
の
か
、
税

と
は
一
体
何
な
の
か
な
ど
税
に
対
し
て
の

知
識
が
増
え
た
。
税
の
こ
と
を
知
っ
て
こ

そ「
税
金
で
　
な
り
た
つ
社
会
　
い
い
暮
ら

し
」

を
あ
の
頃
よ
り
も
胸
を
は
っ
て
言
え
る
。

そ
し
て
税
は
、
こ
れ
か
ら
何
年
、
何
十
年

先
も
み
ん
な
の
笑
顔
を
咲
か
せ
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。

　
11
月
16
日
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡
で

平
成
22
年
度
の
納
税
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
申

告
納
税
制
度
の
普
及
・
発
展
や
租
税
教
育
の

推
進
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た
次
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

―
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　
ー

★
佐
渡
税
務
署
長
表
彰

　
柳
　
敏
久
さ
ん
／
本
間
　
末
之
進
さ
ん

★
租
税
教
育
推
進
校
佐
渡
税
務
署
長
感
謝
状

　
市
立
松
ヶ
崎
中
学
校

★
作
文
募
集
協
力
校
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連

　
合
会
長
感
謝
状

　
市
立
東
中
学
校

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

　
市
内
の
11
校
２
４
８
編
の
応
募
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
入
選
者
で
す
。

★
新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞

　
伊
藤
結
菜
さ
ん
（
畑
野
中
３
年)

★
佐
渡
税
務
署
長
賞

　
安
藤
　
護
さ
ん
（
真
野
中
３
年)

　
本
間
扶
由
美
さ
ん
（
羽
茂
中
３
年)

★
新
潟
県
佐
渡
地
域
振
興
局
長
賞

　
中
川
祐
樹
さ
ん
（
南
中
３
年)

★
佐
渡
市
長
賞

　
太
田
瑠
里
さ
ん
（
新
穂
中
３
年)

　
中
原
瑞
葵
さ
ん
（
羽
茂
中
３
年)

　
鈴
木
望
生
さ
ん
（
畑
野
中
３
年)

★
佐
渡
市
教
育
長
賞

　
冨
山
希
穂
さ
ん
（
真
野
中
３
年)

　
中
川
遥
介
さ
ん
（
新
穂
中
３
年)

　
平
馬
萌
香
さ
ん
（
畑
野
中
３
年)

　
本
間
奈
菜
子
さ
ん
（
羽
茂
中
３
年)

★
全
佐
渡
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
特
別
賞

　
谷
口
佳
洋
さ
ん
（
内
海
府
中
２
年
）

★
全
佐
渡
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　
菊
池
鮎
子
さ
ん
（
松
ヶ
崎
中
１
年)

　
田
原
未
央
さ
ん
（
東
中
１
年)

　
佐
藤
由
梨
さ
ん
（
畑
野
中
３
年)

　
佐
山
寿
実
杜
さ
ん
（
新
穂
中
３
年)

税
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　
　
平
成
22
年
度
　
納
税
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞
　
　

笑
顔
を
咲
か
す
税
金

納税表彰式

新潟県納税貯蓄組合
総連合会優秀賞の
伊藤結菜さん
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固
定
資
産
税
に
お
け
る

　
　
冷
蔵
倉
庫
の
経
年
減
点
補
正
率
が
変
わ
り
ま
す

　
固
定
資
産
評
価
基
準
の
改
正
に
よ
り
、
保
管
温
度
が
摂
氏
10

℃
以
下
に
保
た
れ
る
木
造
以
外
の
倉
庫
（
以
下
、「
冷
蔵
倉
庫
」

と
言
い
ま
す
）
の
固
定
資
産
税
の
計
算
に
使
用
す
る
経
年
減
点

補
正
率
（
家
屋
資
産
の
償
却
率
）
が
平
成
24
年
度
の
評
価
替
え

か
ら
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
対
象
と
な
る
冷
蔵
倉
庫
は

評
価
額
の
算
出
に
お
い
て
一
般
倉
庫
よ
り
高
い
償
却
率
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
り
そ
う
な
冷
蔵
倉
庫
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
後
ほ
ど
現
地
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
倉
庫
（
次
の
１
〜
３
全
て
に
該
当
す
る
も
の
）

　
１
．
木
造
以
外
（
鉄
骨
造
・
軽
量
鉄
骨
造
・
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
）
の
倉
庫

　
２
．
保
管
温
度
が
摂
氏
10
℃
以
下
に
保
た
れ
る
倉
庫

　
３
．
建
物
自
体
（
床
面
積
の
50
％
以
上
）
が
冷
蔵
機
能
を
備

え
て
い
る
倉
庫
（
常
温
の
建
物
内
に
冷
蔵
庫
を
設
置
し
て

い
る
倉
庫
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
）

調
査
の
内
容

　
１
．
対
象
条
件
の
確
認

　
２
．
床
面
積
の
確
認
（
複
数
用
途
に
使
用
さ
れ
て
い
る
倉
庫

の
場
合
）

調
査
の
際
に
ご
準
備
い
た
だ
き
た
い
も
の

　（
前
記
の
「
調
査
の
内
容
」
が
確
認
で
き
る
書
類
）

　
１
．
倉
庫
明
細
書
（
倉
庫
業
登
録
の
際
の
書
類
）

　
２
．
冷
蔵
の
能
力
が
明
記
し
て
あ
る
書
類
（
冷
蔵
施
設
明
細

書
や
冷
蔵
装
置
の
取
扱
説
明
書
な
ど
）

　
３
．
平
面
図
（
寸
法
の
わ
か
る
も
の
）

　
４
．
運
転
記
録
簿
な
ど
（
稼
働
状
況
・
保
管
温
度
な
ど
の
確
認
）

調
査
の
時
期
　
　
平
成
23
年
５
月
か
ら
８
月
頃

連
絡
先
・
お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係
　
☎
63
―
５
１
１
０

平成21年度　差押実績（件）

差押財産

件　数

不動産

14 249 17

国税還付金

22

出資金

14

給与

3

動産

11
（74点）

その他

1

合計

331

7

預貯金 生命保険等

す
置
放
を
納
滞
も
に
め
た
の
担
負
税
な
平
公

た
る
図
を
化
強
の
理
整
納
滞
の
等
税
市

参
の
へ
構
機
収
徴
税
方
地
県
潟
新
や
）
課
務

同
税
市
も
に
策
対
納
滞
の
金
入
収
の
ど
な
金

て
い
つ
に
金
入
収
び
よ
お
税
市
ら
れ
こ

せ
わ
合
い
問
お

課
務
税
所
役
市

☎
63

０
１
１
５
―

課
祉
福
会
社

☎
63

３
１
１
５
―

☎
55

５
１
１
３
―

・
・
・
は
と
構
機
収
徴
税
方
地
県
潟
新

的
中
集
て
し
携
連
が
村
町
市
内
県
と
県

む
組
り
取
に
縮
圧
の
額
納
滞
の
税
方
地
に

成
21

潟
新
「
に
月
４
年

し
ま
れ
さ
置
設
が
」
構
機
収
徴
税
方
地
県

な
難
困
が
収
徴
の
で
独
単
市
ど
な
合
場
な

ど
な
押
差
る
よ
に
員
吏
税
徴
る
す
属
所
に

納
滞
た
し
と
提
前
を
行
執
の
分
処
納
滞
の

 差押をはじめとする滞納処分を執行

するにあたり、事前に職員が自宅訪問し

て納付を催告するというようなことは

原則として行いません。

 市税および収入金は納期限内での

自主納付が原則です。督促状発送日か

ら10日を経過しても完納されない場合

は、滞納処分の対象となります。

 督促状発送後も納付が滞っている

と、金額の多寡にかかわらず滞納処分

は執行されます。

「少額の滞納だから差し押さえされ

ない…」といったことはありません。

 滞納処分が執行されるまでには、必

ず事前に督促状や催告書などの通知

が送付されています。これらの通知に

は、「滞納金額の納付期限」や「納税相

談の要請」などの重要事項が記載され

ています。

 故意に通知の内容を確認しなかった

り、確認しても放置したまま滞納が続い

た場合、滞納処分が執行されますので

ご注意ください。

か
ん
せ
ま
り
あ
は
れ
忘
め
納
の
等
税
市

て
い
き



《
e
‐
T
a
x
の
メ
リ
ッ
ト
》

◆
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
告

　
　
自
宅
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を

利
用
し
て
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
送
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
最
高
５
０
０
０
円
の
税
額
控
除

　
　
平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

を
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子
証
明

書
を
付
し
て
、
申
告
期
限
内
に

e
‐
T
a
x
で
行
う
と
、
所
得
税
額
か

ら
最
高
５
０
０
０
円
の
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
平
成
19
年
分
か
ら

22
年
分
の
間
で
い
ず
れ
か
１
回
）
。

◆
添
付
書
類
を
提
出
省
略

　
　
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
等

は
、
そ
の
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信

す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
書
類
の

提
出
ま
た
は
提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
確
定
申
告
期
限
か
ら
３
年

間
、
税
務
署
か
ら
書
類
の
提
出
ま
た
は

提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
）
。

◆
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　
　
還
付
申
告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す

（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）
。

◆
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能

　
　
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
中
は
、
24

時
間
e
‐
T
a
x
の
利
用
が
可
能
で

す
。

《
ご
利
用
い
た
だ
く
前
に
》

◆
事
前
準
備

　
　
電
子
証
明
書
の
取
得
（
手
数
料
が
必

要
で
す
。
）
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ

イ
タ
の
購
入
が
必
要
で
す
。

　
　
な
お
、
電
子
証
明
書
を
既
に
取
得
さ

れ
て
い
る
方
は
、
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
切
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
は

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　h
ttp
://w

w
w
.e
-ta
x
.n
ta
.g
o
.jp

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門

☎
74
―
３
２
７
６

（
自
動
音
声
案
内
「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

◆
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
と
は

　
　
事
前
に
税
務
署
に
届
出
を
し
て
お
け

ば
、
e
‐
T
a
x
を
利
用
し
て
電
子
申

告
等
を
し
た
後
に
、
届
出
を
し
た
預
貯

金
口
座
か
ら
、
簡
単
な
ク
リ
ッ
ク
操
作

で
、
即
時
ま
た
は
期
日
を
指
定
し
て
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
新
た
な
納
付
手

段
で
す
。

◆
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
メ
リ
ッ
ト

①
税
務
署
や
金
融
機
関
に
出
向
く
こ
と
な

く
、
自
宅
な
ど
か
ら
納
付
が
可
能

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
契
約

が
不
要

③
即
時
ま
た
は
期
日
を
指
定
し
て
納
付
す

る
こ
と
が
可
能

④
税
理
士
が
納
税
者
の
方
に
代
わ
っ
て
納

付
手
続
を
行
う
こ
と
が
可
能

◆
対
象
と
な
る
税
目

　
　
電
子
申
告
等
が
可
能
な
税
目
（
源
泉
所

得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
、
申
告
所
得
税
、
酒
税
、
印
紙
税
）

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
が
利
用
可
能
な
金
融
機

関
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
利
用
可
能
金
融
機
関
一
覧
」
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
佐
渡
税
務
署
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
税
務
署
　
管
理
運
営
・
徴
収
部
門

☎
74
―
３
２
７
６
（
自
動
音
声
案
内
「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

e-Tax開始届出書を税務署に提出

※ダイレクト納付利用届出書を提出して
から利用可能となるまで、１か月程度か
かります。

e-Taxソフトのインストール・初期登録

ダイレクト納付利用届出書を提出

「ダイレクト納付登録完了通知」が
メッセージボックスへ格納

「ダイレクト納付による
電子納税を利用できます

ダイレクト納付

利用
開始のための手続

所
得
税
の
確
定
申
告
は

e
‐
T
a
x
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
は
こ
ん
な
に
便
利
で
す
！

佐渡税務署からのお知らせ
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公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
安
全
・
確
実
な
行
政
手

続
き
等
を
行
う
た
め
に
、
他
人
に
よ
る
な
り

す
ま
し
申
請
や
電
子
デ
ー
タ
が
通
信
途
中
で

改
ざ
ん
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
の
機
能
を
、
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
人

に
対
し
て
も
提
供
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
ご

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
様
々
な
行
政
手
続
き

等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
主
な
手
続
き

　
国
税
に
関
す
る
電
子
申
告
（
ｅ-

Ｔ
ａ

ｘ
）
な
ど

利
用
方
法

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
、
電
子
証
明
書
の

発
行
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
登
録
か
ら
３

年
間
で
す
。
（
た
だ
し
、
住
所
・
氏
名
な
ど

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
失

効
し
ま
す
。
）

電
子
証
明
書
の
申
請
方
法

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
で
な

い
場
合
は
同
時
に
申
請
可
能
で
す
。
）

　
・
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き
の
身

分
証
明
書
　
１
点

　
（
運
転
免
許
証
、
顔
写
真
付
き
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）

　※

有
効
期
限
内
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　※

前
記
の
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
場

合
は
、
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、
年

金
手
帳
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
を

２
点
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の

場
合
の
電
子
証
明
書
の
発
行
は
申
請
日
の

翌
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

　
・
手
数
料
　
５
０
０
円

○
発
行
に
か
か
る
時
間
の
目
安

　
約
20
分
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
発
行 

約
10
分 

／ 

電
子
証
明
書
発
行 

約
10
分
）

申
請
窓
口

　
市
役
所
本
庁
市
民
生
活
課
戸
籍
係
の
み

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　※

土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

注
意
事
項

・
電
子
申
請
の
利
用
に
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入
等
の
準
備
が
必
要
で

す
。
事
前
に
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト

（h
ttp
://w

w
w
.jp
k
i.g
o
.jp
/

）
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

・
申
告
の
時
期
は
大
変
混
み
合
い
、
発
行
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
市
民
生
活
課
　
戸
籍
係

☎
63
―
５
１
１
２

【顔写真なし】
記載内容　氏名のみ
主な用途　国税の電
子申告（別に電子
証明書の取得が必
要）など

【顔写真つき】
記載内容　氏名・住
所・生年月日・性別

主な用途　公的な身
分証明書や、国税
の電子申告（別に
電子証明書の取得
が必要）など

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
は
、
お
住
ま
い

の
市
町
村
か
ら
希
望
者
に
交
付
さ
れ
る
、
運
転

免
許
証
と
ほ
ぼ
同
サ
イ
ズ
の
高
度
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
機
能
を
備
え
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
、
本
人
確

認
の
際
に
提
示
す
る
身
分
証
明
書
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
国
税
の
電
子
申
告
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）
な
ど
に
使
用
で
き
ま
す
。
市
で
は
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
の
た
め
、

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
、
交
付
手
数
料
（
５

０
０
円
）
を
無
料
化
し
て
い
ま
す
。
（
た
だ

し
、
再
交
付
は
除
き
ま
す
。
）

カ
ー
ド
の
申
請
方
法
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の

・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
官
公
署

が
発
行
し
た
顔
写
真
つ
き
の
身
分
証
明
書

　
１
点

　
ま
た
は
、
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、

年
金
手
帳
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

　
２
点

　※
有
効
期
限
内
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
印
鑑

・
顔
写
真
付
カ
ー
ド
を
ご
希
望
の
場
合
は
顔
写

真
（
縦
４.

５
セ
ン
チ×

横
３.

５
セ
ン
チ
、
６
か

月
以
内
撮
影
、
無
帽
、
正
面
、
無
背
景
の
も
の
）

　※

お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
市
役
所
で
撮

影
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。（
無
料
）

ご
注
意
　
申
請
者
本
人
が
市
役
所
本
庁
に
来

庁
し
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
官

公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
つ
き
の
身
分
証

明
書
を
提
示
し
て
申
請
さ
れ
た
場
合
は
、

即
日
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
こ
の
場
合
の
申
請
か
ら
交
付
ま

で
に
か
か
る
時
間
は
、
約
10
分
で
す
。
そ

れ
以
外
は
、
後
日
交
付
に
な
り
ま
す
。

申
請
窓
口
　
市
役
所
市
民
生
活
課
戸
籍
係
ま

た
は
各
支
所
市
民
課
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
市
民
生
活
係
（
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
）

　※

土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
市
民
生
活
課 

戸
籍
係

☎
63―

５
１
１
２

カ
ー
ド
の
種
類
と
用
途

※いずれのカードも有効期限は10年間ですが、
佐渡市から転出した場合には使用できなくなり
ます。

国
税
の
電
子
申
告
な
ど
に
は
、

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
が
必
要
で
す
！

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
無
料
交
付
は

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
！

ぜ
ひ
、
こ
の
無
料
交
付
期
間
中
に
申
請
を
！

9



湊1,2,3

湊4、若宮通

湊5、城の内

春日2,3,4,5

夷1,2、春日1

夷3,4,5、旭町

夷6,7、海岸通

夷8、神明町、八郎平町1

八郎平町2、築地、夷新

浜田1,2、栄町

福浦1,2,3、歌代住宅、中の沢

秋津、緑ヶ丘

立野、長江、上横山

潟端、旭、下横山、青竜寺

両津中地区全域（主任児童委員）

大川、羽二生

両尾、椎泊

真木、河崎

下久知、久知河内

原黒

住吉、住吉団地、神子沢団地

城腰、吾潟

東強清水、東立島、野浦

月布施

水津、片野尾

岩首、東鵜島

豊岡、柿野浦

蚫、赤玉、立間

両津東地区(河崎地区)(主任児童
委員）

両津東地区(岩首､水津地区)(主任
児童委員）

南・北河内､赤井地､後外城､新栄町

新町、上野、外城

中高野、中高野住宅

向高野、中野、新高野

舟場町､浜梅津､白山､平沢､中屋敷､
舟見町

白山住宅､馬場､鷲野､外羽黒､大野､
学校町

氏　名

北　美枝子

塚本　美幸

平田　正幸

渡邉　和子

穂鷹　多津

中澤光津枝

中川マサノ

髙橋千太郎

髙倉　秀宏

石塚　陽子

後藤幸次郎

粕谷　悦子

浅原　芳子

甲斐　愛子

神藏千代子

中口　勇雄

織田　年夫

山本　圭子

菊池　珠子

相田　兆位

畠山　美緒

渡邉　義久

山岸美代子

清田　稔子

川端　欽吾

北村　幸治

鈴木冨喜男

三國　耕一

佐藤　勝雄

坂下佐知子

岩崎　勝彦

市橋三江子

齋藤　正男

坂下　泰利

祝　　末吉

白井　一之

担  当  地  区地区

両
津
東
地
区
（
両
津
支
所
市
民
課 

☎
27―

２
１
１
４
）

両
津
北
地
区

野町、吉住、駒坂、椿

北五十里、白瀬、玉崎

和木、馬首、北松ヶ崎

浦川、平松、歌見

黒姫、虫崎

北小浦、見立

鷲崎

藻浦、榊原

願、北鵜島、真更川

両津北地区(加茂地区)(主任児童
委員)

両津北地区(海府地区)(主任児童
委員)

下相川、相川水金町、相川柴町

相川大間町から相川栄町

相川濁川町から相川下山之神町

相川西坂町から相川塩屋町

相川下京町から相川長坂町

相川新五郎町から相川弥十郎町

相川諏訪町から相川江戸沢町

相川羽田町から相川五郎左衛門町

相川三町目から相川下戸浜町の一部

相川羽田村から相川下戸炭屋浜町
の一部

相川下戸炭屋浜町の一部、相川
下戸村の一部、相川鹿伏

相川大浦

高瀬

橘

稲鯨（砂原、西、中村)

稲鯨（東、新田)、米郷

二見

小川

達者

姫津

氏　名

古玉　タヱ

山本　明美

本間千賀子

佐竹榮美子

後藤　光惠

石見　　敏

本間　義昭

北澤　アイ

北村　美廣

市橋　　子

本間　桂子

服部ミユキ

中川　壽雄

　林　幸子

中村　千夏

三浦　久江

濱 辺 　 滋

齊藤不二夫

持田　輝久

森　　惠子

小野タキ子

小杉　三船

中川ヒロミ

佐々木賢市

石塚　正子

岩﨑　文枝

髙野　　勇

坂本　久子

菊地美知枝

岡辺　哲史

石見のり子

担  当  地  区地区

両
津
北
地
区
（
両
津
支
所
市
民
課 

☎
27―

２
１
１
４
）

両
津
中
地
区
（
両
津
支
所
市
民
課 

☎
27―

２
１
１
４
）

相
川
地
区
（
相
川
支
所
市
民
課
　
☎
74―

０
３
３
９
）

　12月1日、全国一斉に民生委員・児童委員と主任児童委員の改選が行われ、217名が民生委員･児童委員に就

任しました。今回の改選で123名が再任、94名が新任となりました。これから3年間、地域福祉の一層の充実を

目指して、皆さまの良き相談相手として、ご活躍が期待されます。心配ごとやお困りのことがございました

ら、お気軽にご相談ください。（敬称略）

佐渡市の新しい民生委員・児童委員です
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八幡町上､八幡町中､八幡町下､野田､

佐和田地区全域（主任児童委員）

佐和田地区全域（主任児童委員）

北狄

戸地

戸中

南片辺、北片辺

石花

後尾、北川内

北立島

入川

高千（千本、高下）

北田野浦、高下の一部

小野見、石名

小田、大倉、矢柄

関、五十浦、岩谷口

相川地区全域（主任児童委員）

相川地区全域（主任児童委員）

田望、野町、坂、中川、硲

岩野、新田、辰巳、ホテル

八幡新町、若葉団地、八幡諏訪、
新町団地、新町野田

団地

八幡荒城

河原田上町、中町

佐高通、下町一部、中原一部

下町

田町、高浜町

下組

中組、青柳寺団地

上組

大上組

中原

鍛冶町

石田、緑ヶ丘

上長木、下長木、上矢馳、伊藤アパート

東二宮、西二宮、市野沢

真光寺

東山田、西山田、青野

東窪田、窪田

中窪田、西窪田

東大通

東野、西野、炭屋町

田中、鶴子、沢根篭町

田中町、城ノ下

羽二生、須川、野坂、河内、中山

沢根上町、下町、田上

担 当  地  区地区

区
地
川
相

（

課
民
市
所
支
川
相

☎
74―
）
９
３
３
０

区
地
田
和
佐

（

☎
57―

）
１
１
１
２

東平清水、岩田、西野

泉第1、泉第2

泉第3、泉第4、泉第5

藤津、鳥越

町小路、岩野

上野口、下野口、丹下坂

本屋敷

大和田

西方

木戸沢町内会

中央町内会2､尾花東町内会､
中津町内会2

中央町内会1、中津町内会1

関根､唐崎､宮の下､寺沢､別当沢

壇塔、納内、出崎、仲小路

貝塚1、貝塚2

吉井上、吉井下、吉井団地

馬場、中島、舟津、横谷

吉井本郷、安養寺

三瀬川上、松才、三瀬川下

水渡田北、水渡田南、晴和

金井地区全域（主任児童委員）

皆川、舟下

下新穂

武井、下大野

郷平、上大野

井内、上新穂

瓜生屋

正明寺、田野沢

潟上

青木

長畝

内巻、島

北方

馬場

新穂、三協

新穂地区全域（主任児童委員）

畑野(野高屋住宅､西町､中町､
野高屋団地)

畑野（中小路､諏訪､渋沢､新田､
野高屋､東小路)

畑野（下畑､榎田､高屋､後小路､
後稲葉住宅､下畑団地)

担  当  地  区地区

区
地
井
金

（

課
祉
福
会
社
所
役
市

☎
63―

）
３
１
１
５

区
地
穂
新

（

☎
22―

）
１
１
１
３

区
地
野
畑

氏 名

土賀 紀子

齋藤 勝一

本間 道雄

池  鍾

大友サチ子

石塚 芳之

清水  勝

橘  祥子

清水 俊 

上杉 正明

松永 兼春

本間ヤス子

兒玉 玲子

髙橋  勉

天池ミチエ

池 紀代美

児玉 順子

藤井 有子

本間  子

仲川カヅヱ

本間美保子

雜賀  夫

計良  實

飯田眞佐子

山口  昇

末武 茂子

古藤 俊雄

土屋 富子

菊池サトミ

土屋 正起

松永 寛 

尾田 春俊

原田 恵子

小林 吾市

藍原  純

近辻 道子

本間フミヱ

大間みつる

中川 智子

氏 名

北見 要子

藤下 絹代

野原  守

生浦 一秋

井上 幸夫

渡邊 好子

堀川 雅道

立野 郁子

中濱  滿

山本 立美

渡辺 政已

山口 紀幸

田中 次 

仲田 善夫

森川 安奈

本間 俊和

馬道 光子

本間 正博

本間  清

川窪  昇

若林 信正

齋藤  稔

中澤 淳子

市野  誠

池  栄子

若林サカエ

松﨑 文昭

松本 雅裕

上野 多 

 岡 義晴

古林 文子

隅田 敏子

大水 信夫

兵庫 久子

斎藤 武男

末武 和子

仲川 文子

磯野 三男

矢島 秀光

川内マツエ

吉村  子

中川  茂

本間 靖彦

土屋 七司

山本 弘子
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羽茂本郷（新倉、仮屋、大谷)

滝平

大崎、羽茂本郷（大草)

上山田、羽茂本郷（木戸、平、畑田)

大橋（川東)、大石(岡田、浜組、

更生、中浜）

羽茂本郷（上町）、天沢住宅

羽茂地区全域（主任児童委員）

小木木野浦、市営住宅、小比叡、

小木堂釜、井坪

中立町、登町、幸町、相生町

入舟町、栄町、末広町、海岸通り

小木大浦、木流、田野浦、江積、

白木、沢崎

本町、諏訪町、中町、白坂町

上町、稲荷町、琴平町

学校町、旭町、山本町

深浦、犬神平、小木強清水、宿根木

上大浦、琴浦、小木、小木定住団地、

小木金田新田、上野、鼓童村

東町､泉町､港町､松浜町､教員住宅

小木地区全域（主任児童委員）

外山、上川茂、下川茂東部

腰細、莚場

大杉、杉野浦、南新保、柳沢、真浦

下川茂第一、下川茂中央、下川茂

西部

山田東、山田中、山田西、山田第一

浦津、小熊、徳和浜、清水、かじや、

草木

荒町、新谷、天狗塚

上町第一、上町第二、中町

山寺、東光寺、北袋、横山、浅生、

徳和東、畝立、瓜生

赤泊地区全域（主任児童委員）

氏 名

日下  啓

駒形 洋子

天澤 由夫

本間 秀雄

髙野 秀子

井桁 洋子

南  良子

佐々木 敏

藤井 雅男

中川 成子

西野 雅夫

佐々木道儀

高津 啓介

八木 紀子

佐藤 金満

中川 健司

清水 英次

伊藤 代子

川原 賢次

冨永 昭平

金子 逸子

風間 京子

石田  孝

内藤ミヨ子

風間 幸人

八木かをる

石塚 隆夫

石塚 紀子

担  当  地  区地区

課
民
市
所
支
茂
羽
（

☎
88―

）
１
１
１
３

区
地
木
小

（

☎
86―

）
１
１
１
３

区
地
泊
赤

(

☎
87―

１
１
１
３

)

新しい民生委員・児童委員です

畑野（後何代住宅、中何代、下何代)

宮川（西高屋、野沢、宮浦下、中央
の一部､宮川住宅､宮川団地）

宮川（東高屋、江口、宮浦上、中央
の一部）

三宮、畉田

飯持、大久保、猿八

小倉（上日向、下日向、日影、宮の
河内､欠向)

小倉（上中佐為、下中佐為、岩根沢、
鳥越、野田)､長谷

栗野江（外城、久保、郷組)、坊ヶ浦

栗野江（仙道、北組、野畑、合蔵)

寺田、目黒町

松ヶ崎、浦ノ川内

多田

浜河内、丸山

畑野地区全域（主任児童委員）

桜ヶ丘、浜田団地

浜中

新町（本町、中町）

金丸

新町（下町、田町）

豊田

西三川

滝脇、背合、東大須、西大須、小立、
大立

四日町、長石

新町（学校町）

新町（上町）

真野、小川内

吉岡、中沢田

倉谷、高塚、田切須

竹田、合沢、国分寺

静平、笹川、下黒山

高崎、椿尾、柏平

真野地区全域（主任児童委員）

大橋（川西)

大石（大石山田、中平、杉浜）、 
三瀬

小泊、亀脇

羽茂本郷（下町、寺田、須川)

飯岡、羽茂本郷（天沢)

村山

氏 名

生田 文子

長嶋 建之

矢川 春美

土屋 絹代

大岡 榮一

中村  泰

石川  一

渡邉 則子

今河 久子

渡部 節夫

渡部謹一郎

近藤 靖典

肥田 滝雄

小島アヤ子

伊澤美惠子

長  定夫

石塚 久子

池  典子

小黒 清鑑

松田 康子

本間 明美

安達 忠雄

曽我 久男

寺尾  修

三浦 敏幸

渡邉シズヱ

尾畑 順一

佐々木克昭

若林 正吉

風間 太郎

山本 哲雄

嶋倉十重子

武井 三枝

中川 幸枝

島田 代美

花田登久子

渡邉 一夫

小橋美恵子

担 当  地  区地区

区
地
野
畑

（

☎
66―

）
１
１
１
３

区
地
茂
羽

区
地
野
真

（

☎
55―

）
１
１
１
３



　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物

を
贈
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

　
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
明
る
い

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

政
治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を
贈
ら
な
い
！

有
権
者
は
政
治
家
に
寄
附
を
求
め
な
い
！

政
治
家
か
ら
有
権
者
へ
の
寄
附
は
受
取
ら

な
い
！

１ 

政
治
家
の
寄
附
禁
止

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
寄

附
を
行
う
こ
と
は
、
名
義
の
い
か
ん
を

問
わ
ず
一
切
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄

附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

※
　
禁
止
さ
れ
て
い
る
寄
附
の
一
例

　
①
赤
い
羽
根
・
緑
の
羽
根
共
同
募
金
へ

の
寄
附

　
②
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
寄
附

　
③
病
院
見
舞
い

　
④
祭
へ
の
寄
附
や
差
入
れ

　
⑤
地
域
の
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ

の
飲
食
物
の
差
し
入
れ

　
⑥
町
内
会
の
集
会
や
旅
行
等
の
催
物
へ

の
寸
志
や
飲
食
物
の
差
入
れ

　
⑦
葬
式
の
花
輪
、
供
花

　
⑧
落
成
式
、
開
店
祝
い
の
花
輪

　
⑨
入
学
祝
い
や
卒
業
祝
い

　
⑩
お
中
元
や
お
歳
暮

２ 

政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の
禁
止

　
有
権
者
が
政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
出
す

よ
う
勧
め
た
り
、
要
求
し
た
り
す
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

３ 

政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　
政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ
る
団
体

が
政
治
家
の
氏
名
を
表
示
し
て
選
挙
に
関

し
寄
附
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

４ 

後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　
後
援
団
体
が
花
輪
、
香
典
、
祝
儀
な
ど
を

出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

５ 

年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　
政
治
家
は
、
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
を

出
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

６ 

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の
禁
止

　
政
治
家
や
後
援
団
体
が
、
有
料
の
あ
い
さ

つ
広
告
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

佐
渡
市
選
挙
管
理
委
員
会
　

み
ん
な
で
守
ろ
う
『
三
な
い
運
動
』

13

た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ
力
尽
ご

成
平

22
年
11
月
30

)

二
久

孝
清

夫
節

治
正

子
咲

枝
絹

嗣
富

子子
富

樹
建

員
委
童
児
・
員
委
生
民

区
地
津
両（

）
区
地
中
津
両祝

吉
末

子
惠
美
佐
宇

方
野

子
蕙

野
星

ノ
メ
ウ
子
金

晴
正

地
横

明
敏

（

）
区
地
東
津
両

川
石

雄
往

樫
富

子
俊

山
仲

枝
富

井
藤

男
滿

（

）
区
地
北
津
両

藤
齋

進

子

三
川
古

口
山

子
栄

藤
南

吉
賢

子
智
美
間
本

区
地
川
相

子
美
惠
辻
大

一
俊
木
々
佐

毛
栗
駄

寛

端
村

ル
ハ

野
平

司

村
中

勝

区
地
田
和
佐

間
本

ヱ
カ
サ

み
と
ひ
田
戸

間
本

音
初

邉
渡

子
典

子
ル
ヱ
澤
藤

本
山

厚

添
江

雄
岩

田
相

一
友

野
佐

雄
忠

子
慧
多
池

武
末

幸
正

尻
野

子
幸

区
地
井
金

子
代
美
井
今

澤
寺

夫
俊

井
笠

子
直

島
河

雄
利

橋
髙

平
唱

井
福

則
重

子
美
壽
澤
西

山
深

子
和

﨑
大

代
嘉

藤
遠

子

中
田

三
信

山
畠

江
里

邉
渡

子
康

中
田

子
久

屋
土

一
昭

藏
神

美
明

区
地
穂
新

田
森

子
正

屋
土

子
冴

藤
佐

城
山

雄
一

子
香
和
橋
市

崎
尾

田
飯

修

区
地
野
畑

川
石

藤
齋

彦
達

塚

井
今

子
洋

間
本

子
信

み
が
す
田
信

藤
伊

之
芳

屋
土

子
明

部
渡

区
地
野
真

藤
佐

悟
淳

間
本

義
忠

木
鈴

倉
永

子
妙

藤
佐

三
美

ノ
シ
ト
子
金

木
々
佐

昇

子
美
登
村
中

子
金

門
エ
左
彦
田
良
計

区
地
茂
羽

田
山

子
光

男
進
彌
﨑
岡

井
藤

島
北

子
浩

江
津
千
原
中

水
清

野
畠

正
区
地
木
小

達
安

理
鐵

俣
野

朝
鎭

津
髙

間
本

直
友

子
ブ
ノ
塚
石

原
塚

区
地
泊
赤

川
中

枝
壽

員
委
童
児
任
主

岡
藤

区
地
東
津
両

子
慶

沢
江

区
地
川
相

朋
和

井
石

区
地
田
和
佐

子
洋

攻

間
本

子
ヱ
サ
中
田

区
地
野
畑

石



３ 職員の勤務時間その他の勤務条件

４ 職員の分限および懲戒処分の状況（平成21年度）

（１）勤務時間

（３）育児休業等の取得状況
（平成 21年度中に新たに育児休業を取得した職員）

（２）休暇制度
ア　有給休暇の取得状況（平成21年度）

イ　無給休暇の取得状況（平成21年度）

区　　分

（注）一般職の標準的な勤務時間です。

勤務時間等
勤務を要する日 毎週月曜日から金曜日までの週５日間

（国民の祝日および12月29日～1月3日までを除く）

（６）特殊勤務手当（全会計）　
支給実績（H21年度決算）
支給職員１人当たり平均支給年額（H21年度決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合（H21年度）
手当の種類（手当数）

113,243千円
544,438円

14.3％
17

120,157千円
83千円

123,039千円
81千円

（平成 22年 4月1日現在）

内容および支給単価

扶養
手当

住居
手当

支給実績
（H21年度決算）

163,760千円

47,582千円

94,705千円

（7）時間外勤務手当（全会計）

（１）分限処分の件数および処分事由

（１）職員研修の実施状況

（8）その他の主な手当（全会計）　

支給実績（H21年度決算）
職員１人当たり平均支給年額（H21年度決算）　
支給実績（H20年度決算）
職員１人当たり平均支給年額（H20年度決算）

計
24人
2人

　区分
育児休業
部分休業

男
0人
0人

女
24人
2人

処分名
休職

研修区分 受講者数
階層別研修
専門研修
先進地視察等研修
派遣研修
窓口応対研修
人事考課者研修
メンタルヘルスセミナー

99人
39人
11人
10人
90人
147人
100人

事由
心身の故障

人数
8人

（２）懲戒処分
処分名
減給
戒告
免職

事由
交通違反・事故等
不適切な職務管理等
交通違反等

人数

支給された主な手当の名称　　危険手当、夜間介護手当、夜間看
護手当、税徴収手当、衛生処理手当、早出・中出手当、早出・遅出手
当、診療手当、特殊診療手当、役職手当、待機手当、応援診療手当

配偶者　13,000円
配偶者以外1人につき 6,500円
満15歳に達する日後の最初の4月1日から
満22歳に達する日以後の最初の3月31日
までの間にある子1人につき5,000円加算

借家、借間：月額12,000円を超える
家賃を支払っている職員に対し、家賃
の額に応じ最高27,000円まで支給

通勤
手当

通勤距離が片道2km以上の者に支給
交通機関利用者（バス等）：負担してい
る運賃の額に応じて最高55,000円
交通用具等使用者（自動車等）：片道の使
用距離に応じて2,000円～24,500円

（平成 22年 4月1日現在）

１日当たりの勤務時間
１週当たりの勤務時間

年次休暇

療養休暇

1年につき20日間付与
負傷または疾病による療養のための必要最小限の期間
（90日を超える場合、給料を半減する規定あり）
出産予定日までの6週間（多胎妊娠は14週間）
法定健診時の場合、必要期間
出産日の翌日から8週間
生後1年に達しない子を養育する場合、1日（60分以内）に2回
婚姻する職員に対し、最大5日間
配偶者の出産に際し、最大2日間
職員の妻の産前産後期間中に、子の養育のため最大5日間
就学前の子の看護を行う場合、最大7日間
親族が死亡した場合、続柄および生計関係に応じ、1日～10日間
父母の法要に際し、1日
6月～9月までの間において5日間
災害等により居住が滅失、または損壊した場合で復旧作業を行う場合、最大7日間
家族以外に骨髄移植を行う場合、検査、入院等に必要な期間
妊娠期間中、最大14日間

平均使用日数 10.2日
取得件数 86件

取得件数 32件
取得件数 20件
取得件数 29件
取得件数 2件
取得件数 10件
取得件数 9件
取得件数 3件
取得件数 33件
取得件数 120件
取得件数 3件
平均使用日数 4.9日
取得件数 1件
取得件数 1件
取得件数 3件

使用実績

特
別
休
暇

産前休暇
妊産婦の健康診断
産後休暇
育児時間休暇
結婚休暇
配偶者出産休暇
男性職員の育児参加
子の看護休暇
親族死亡休暇
父母追悼休暇
夏季休暇
災害休暇
骨髄移植休暇
妊娠体調不良休暇

7時間45分
38時間45分

種　類 日　　数　　等

介護休暇 負傷、疾病または老齢により親族を介護しなければならない場合、最大6月 取得件数　　1件
使用実績種　類 日　　数　　等

5人
10人
2人

　職員の服務上の基準として、法令等及び職務上の命令に従う義務、信
用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念する義務、政治的行為
の制限、争議行為などの禁止、営利企業などの従事制限があります。

（１）福利厚生制度に関する状況
　人間ドック受診者　616人　　事業主健診受診者　799人

（２）公務災害の状況
　公務災害　9件　　　　　　　通勤災害　3件

５ 職員の服務の状況

６ 職員の研修および勤務成績の評定状況（平成21年度）

７ 職員の福祉および利益の保護に関する状況（平成21年度）

（１）勤務条件に関する措置の状況
　平成21年度措置要求　　なし

（２）不利益処分に関する不服申立ての状況　
　平成21年度不服申立て　なし

８ 新潟県市町村総合事務組合公平委員会の業務の状況

　職員の能力や適正に応じ
た適材適所の配置などへの
活用を図ることを目的とし
て、平成19年度から人事考課
（勤務評定）制度の試行を開
始しました。

（２）勤務成績の評定の状況

「佐渡市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、人事や給与等の公平性と透性を高めるため、年１回公表します。
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１ 職員の任免および職員数に関する状況 ２ 職員給与の状況
（１）職種別採用者数 （１）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況　

（２） 職員の初任給の状況

（３） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（４）期末手当・勤勉手当（全会計）

（４）定員管理の数値目標および進捗状況

（５）退職手当（支給月数）

（注）初任給は、学校卒業後すぐに採用された場合の月額です。（３）部門別職員数（各年 4月1日）

（２）平成21年度
　　事由別退職者数平成21年4月2日

～平成22年4月1日 平成21年4月１日
～平成22年3月31日　　職種等

一般行政
保育士
介護員
看護師
臨床検査技師
消防士
管理主事
　　　 計

人数
3
4
4
1
1
2
1
16

区　　　　　分
大　学　卒
高　校　卒
高　校　卒
中　学　卒

172,200円
140,100円
137,200円
125,400円

237,600円
201,800円
190,800円
189,500円

284,600円
256,200円
248,600円
190,800円

議会
総務
税務
民生
衛生
農水
商工
土木
小計
教育
消防
小計
病院
水道
下水道
その他
小計

6
226
53
263
83
73
29
65
798
163
181
344
132
37
25
117
311
1453

H21年度
区　分

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政

部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

職員数
対前年増減数

6
194
54
241
97
68
26
69
755
151
180
331
132
36
23
111
302

1,388

　
△32
1

△22
14
△5
△3
4

△43
△12
△1
△13

　△1
△2
△6
△9
△65

H22年度

  退職事由
自己都合
定年退職
勧奨退職
その他
　　計

　 区　分
一般行政職
技能労務職

平均年齢
41.7歳
44.8歳

平均給料月額
300,000円
255,000円

勤続20年
勤続25年
勤続35年

その他の加算措置　
定年前早期退職者2～25％加算

自己都合 勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

平均給与月額
332,228円
277,600円人数

6
30
42
3
81

合  　計

一般行政職

技能労務職

初任給

区　　　　　分
経験年数
10年

経験年数
15年

経験年数
20年

大　学　卒
高　校　卒
高　校　卒
中　学　卒

322,100円
295,500円
258,800円
236,200円

一般行政職

１人当たり平均支給額
（H21年度決算）1,297千円
（H21年度支給割合）
期末手当
2.75月分
（1.5）月分

（加算措置の状況）職制上の段階、
職務の級等による加算措置
・役職加算5～ 15％

勤勉手当
1.4月分
（0.7）月分

技能労務職

（平成 22年 4月1日現在）

（平成 22年 4月1日現在）

（各年 4月1日現在）

（注）経験年数とは、採用前に民間企業勤務経験などがある場合にはその期間を換算し、
採用後の年数に加算した年数をいいます。

（注）(  ) 内は、再任用職員に係る支給
割合です。再任用職員とは、定年
退職等により退職した後、改めて
採用された職員をいいます。

（注）職員数は、正規職員と教育長を含み、特別職・臨時・非常勤
職員を含みません。

23.5月分
33.5月分
47.5月分
59.28月分

平成17年度策定の定員適正化計画では、平成17年4月１日現在の職員数1,705人を、平成22年4月1日までに1,525人（180人減）
にすることを目標としています。平成22年4月1日現在の職員数は1,388人（317人減）で数値目標に対する進捗率は176.1％と
なっています。

職員数
増減
職員数
増減
職員数
増減
職員数
増減
職員数
増減

960
　

202
　

203
　

340
　

1,705

922
△38
196
△6
199
△4
328
△12
1,645
△60

一般行政

教育

消防

公営企業等会計

計

部門
区分 Ｈ17年

計画始期
Ｈ18年
１年目

883
△39
183
△13
198
△1
326
△2

1,590
△55

Ｈ19年
２年目

838
△45
169
△14
188
△10
315
△11
1,510
△80

Ｈ20年
３年目

798
△40
163
△6
181
△7
311
△4

1,453
△57

Ｈ21年
４年目

755
△43
151
△12
180
△1
302
△9

1,388
△65

835
△125
170
△32
195
△8
325
△15
1,525
△180

－　　　 
△205(164.0%)

－　　　 
△51(159.3%)

－　　　 
△23(287.5%)

－　　　 
△38(253.3%)

－　　　 
△317(176.1%)

Ｈ22年
５年目

計
（参考）
数値目標

区　分

（平成 22年 4月1日現在）

（平成 22年 4月1日現在）

最高限度月数

佐渡市人事行政運営等の状況 市役所総務課 人事係  ☎63-3111

15



　
平
成
21
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
７
月

31
日
ま
で
の
医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
て
、
表
の
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま

す
。（
た
だ
し
、
支
給
額
が
５
０
０
円
以
下
の

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。）

 

申
請
手
続
き

○
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

　
の
加
入
者

　
支
給
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
申
請
手
続

き
の
ご
案
内
を
発
送
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
平
成
21
年
８
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
７
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
他
市
町
村

か
ら
転
入
さ
れ
た
方
が
い
る
場
合
、
加
入

者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
な
ど
に
は
、
申

請
手
続
き
の
ご
案
内
を
発
送
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
支
給
対
象
者
に
な
る
と

思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
市
役
所
市
民
生
活

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他
の
医
療
保
険
加
入
者

　
ご
加
入
の
医
療
保
険
に
申
請
す
る
た
め
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
自
己
負
担
額
証
明

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

お
問
い
合
わ
せ
・
相
談

・
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
市
役
所
市
民
生
活
課 

国
保
係
・
年
金
係

　
☎
63
―
５
１
１
２

・
そ
の
他
の
医
療
保
険
加
入
者

　
市
役
所
高
齢
福
祉
課
　
介
護
保
険
係
　

　
☎
63
―
３
７
９
０

　

　
地
球
と
日
本
の
環
境
を
守
り
、
そ
れ
を
未

来
の
子
供
た
ち
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
政

府
・
環
境
省
は
Ｃ
Ｏ
２

な
ど
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
２
０
２
０
年
ま
で
に
１
９
９
０

年
比
で
25
％
削
減
す
る
方
針
を
定
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
国
民
的
運
動
が
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
25

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
す
。
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス

で
実
践
で
き
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
向
け
た
具
体

的
な
行
動
を
「
６
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
し

て
提
案
し
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
身
近
に
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
①
　
エ
コ
な
生
活
ス
タ
イ
ル

を
選
択
し
よ
う

例
え
ば
・
・
・

・
夏
は
冷
房
の
設
定
温
度
を
28
℃
に
、
冬
は

暖
房
の
設
定
温
度
を
20
℃
に
設
定
…
☆

・
移
動
の
際
は
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
を

利
用
…
☆
☆

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
②
　
省
エ
ネ
製
品
を
選
択
し

よ
う

例
え
ば
…

・
白
熱
電
球
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
買
い
替
え
…

☆
☆

・
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
エ
ア
コ
ン
や
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
に
買
い
替
え
…
☆
☆

・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
電
気
自
動
車
な
ど
の

エ
コ
カ
ー
に
買
い
替
え
・
・
・
☆
☆
☆

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
③
　
自
然
を
利
用
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
選
択
し
よ
う

例
え
ば
・
・
・

・
太
陽
光
発
電
を
設
置
…
☆
☆
☆

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
④
　
ビ
ル
・
住
宅
の
エ
コ
化

を
選
択
し
よ
う

例
え
ば
・
・
・

・
最
新
の
省
エ
ネ
基
準
を
満
た
す
断
熱
材
や

エ
コ
ガ
ラ
ス
を
導
入
…
☆
☆

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
⑤
　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
応
援
し
よ
う

例
え
ば
・
・
・

・
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
商
品
を
選
択
…
☆

・
地
産
地
消
の
商
品
を
選
択
…
☆

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
⑥
　
地
域
で
取
り
組
む
温
暖

化
防
止
活
動
に
参
加
し
よ
う

例
え
ば
・
・
・

・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

を
利
用
…
☆

　
詳
し
く
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

h
ttp:w

w
w
.ch
allen

g
e2
5
.g
o.jp/in

d
ex
.h
tm
l

お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
環
境
対
策
課
　
環

境
企
画
係
　
☎
63
―
３
１
１
３

☆
☆
☆
・
・
・
１
世
帯
で
１
年
間
に
１
０
０
０
㎏
以
上
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減

☆
☆
・
・
・
・
１
世
帯
で
１
年
間
に
１
０
０
〜
１
０
０
０
㎏
程
度
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減

☆
・
・
・
・
・
１
世
帯
で
１
年
間
に
数
10
㎏
程
度
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
、ま
た
は
効
果
が
一
定
で
な
い
も
の

☆の数

限
度
額
を
超
え
た
分
を
支
給
　

高
額
医
療
・
高
額
介
護 

合
算
制
度
の
ご
案
内

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

12
月
は「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」で
す

16

自己負担限度額

69歳以下 70～74歳
後期高齢者
医療加入者

現役並み所得者
（上位所得者）

一　　般

区分
Ⅱ
区分
Ⅰ

住民税
非課税
世　帯

126万円

67万円

34万円

67万円

56万円

31万円

19万円

56万円

31万円

19万円

67万円



　
七
浦
小
学
校
は
、
い
つ
も
地
域
の

方
々
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん

で
い
る
学
校
で
す
。

　
１
・
２
年
生
の
生
活
科
で
、
地
域
を

案
内
し
て
く
れ
る
の
は
、
地
域
を
よ
く

知
る
名
人
達
で
す
。
と
き
に
は
、
山
菜

を
一
緒
に
採
っ
て
料
理
し
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
近
く
の
畑
で
、
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
収
穫
体
験
を
さ
せ
て
く
れ

る
の
も
、
野
菜
づ
く
り
の
達
人
で
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
普
段
の
仕
事
の

ほ
か
に
、
も
う
一
つ
の
顔
を
も
っ
て
い

ま
す
。
陶
芸
家
に
芸
能
家
、
作
家
に
花

づ
く
り
と
、
多
趣
味
で
す
。

　
ユ
ニ
ー
ク
な
課
外
活
動
が
あ
り
ま
す
。

民
謡
ク
ラ
ブ
で
す
。６
年
間
で
唄
や
三
味

線
、
和
太
鼓
の
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
の
講
師
も
み
ん
な
地
域
の

方
々
で
す
。運
動
会
や
夏
祭
り
、
文
化
祭
や

相
川
芸
能
祭
で
披
露
し
て
い
ま
す
。昨
年

は
、
佐
渡
で
行
わ
れ
た
国
際
会
議
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
演
奏
を
し
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
方
々
の
熱
意
も
す
ば
ら
し

く
、Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
は
、
世
帯
の
数
よ
り
多

い
人
数
が
集
ま
り
ま
す
。草
取
り
な
ど
の

奉
仕
作
業
を
行
う
と
、
一
家
総
出
で
応
援

し
て
く
れ
ま
す
。登
山
や
バ
ザ
ー
な
ど
、
各

種
行
事
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る

と
、
多
く
の
方
が
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。先

日
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
、
子
ど
も
と
並

走
し
な
が
ら
声
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
誰
も
が
、
気

軽
に
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
応
援
し
て

く
れ
ま
す
。地
域
と
保
護
者
と
学
校
が
一
体

と
な
っ
て
進
ん
で
い
く
七
浦
小
学
校
で
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
両
津
支
所
内
）

　
☎
23
―
４
８
９
８

民謡クラブの演奏で踊る七浦甚句

多くの人々 で賑わう佐渡物産展

国分寺まつりで初披露された片野尾歌舞伎

地域の方の畑でサツマイモほり

 

入
間
万
燈
ま
つ
り
（
埼
玉
県
入
間
市
）

　
佐
渡
全
島
に
部
員
を
有
す
る
「
佐
渡
商

工
会
青
年
部
協
議
会
」
が
中
心
と
な
っ
た

「
佐
渡
物
産
通
り
実
行
委
員
会
」
が
、
海

産
物
や
お
け
さ
柿
、
沖
汁
、
さ
ざ
え
飯
な

ど
を
販
売
し
、
佐
渡
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い

ま
し
た
。

　
毎
年
好
評
を
得
て
い
る
お
け
さ
柿
の
販

売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
多
く
の
客
で
大
行
列

が
で
き
、
佐
渡
か
ら
持
ち
込
ん
だ
５
万
個

の
柿
が
終
了
時
間
前
に
完
売
し
ま
し
た
。

　
芸
能
で
は
「
両
津
し
ぐ
れ
会
」
と
「
北

田
野
浦
花
笠
踊
り
保
存
会
」
が
参
加
し
ま

し
た
。
北
田
野
浦
花
笠
は
、
万
燈
ま
つ
り

で
初
め
て
披
露
さ
れ
、
入
間
市
民
か
ら
注

目
を
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
両
津
し
ぐ
れ

会
」
は
、
け
や
き
通
り
を
舞
台
に
、
入
間

市
の
民
謡
団
体
と
「
お
け
さ
流
し
」
で
共
演

し
、
多
く
の
見
物
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

 

国
分
寺
ま
つ
り
（
東
京
都
国
分
寺
市
）

　
今
年
は
「
片
野
尾
歌
舞
伎
保
存
会
」
が
国

分
寺
市
か
ら
招
待
さ
れ
、
伝
統
あ
る
農
村
歌

舞
伎
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
物
産
展
で
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
「
活
魚
コ
ー
ナ
ー
」
が
大
賑
わ
い
と

な
り
、
佐
渡
か
ら
運
ば
れ
た
活
き
の
よ
い
ヒ

ラ
メ
、
タ
コ
、
サ
ザ
エ
、
ワ
タ
リ
ガ
ニ
な
ど

が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。

　
物
産
販
売
で
は
、
毎
年
８
月
に
遠
泳
交
流

の
た
め
佐
渡
を
訪
れ
て
い
る
「
国
分
寺
市
水

泳
協
会
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
約
20

名
が
、
物
産
販
売
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

姉
妹
都
市
を
た
ず
ね
て

10
月
23
日
・
24
日
の「
第
32
回
入
間
万
燈
ま
つ
り
」、

11
月
７
日
の「
第
27
回
国
分
寺
ま
つ
り
」に
佐
渡
市
が
参
加
し
ま
し
た
。

佐
渡
市
立 
七
浦
小
学
校

17



ハァー  佐渡へ  ハ  アリャサ  佐渡へと草木も  なびくョ

第10回佐渡おけさ全国大会
　10月24日、アミューズメント佐渡を会場に「第10回佐渡お

けさ全国大会」が開催されました。県外や島内からジュニア

の部16名、一般の部29名の方が参加し、佐渡おけさの唄い手

日本一を目指して、自慢ののどを競い合いました。予選から

白熱し、審査員の審査にも力が入っていました。会場からは

唄い終わるたびに盛大な拍手が上がっていました。

大会結果　（敬称略）
●ジュニアの部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
優勝　本間扶由美（羽茂大崎）　
準優勝　末武彩加（相川下戸町）　　　　　　　　　
三位　原　悠華（稲鯨）　
入賞　臼杵広美（羽茂小泊）
　　　西野結貴（羽茂大石）

　　　木ノ下実優（羽茂村山）　　　　　　　　　

●一般の部
優勝　天澤明里（長木）　
準優勝　石川　徳（茨城県常陸太田市）
三位　篠田　茂（新潟県小千谷市）
入賞　佐藤陽子（新潟市秋葉区）、佐藤  勤（新潟県柏崎市）、
　　　永川哲夫（新潟市南区）

芸術の秋 第7回佐渡市美術展覧会
　10月23日～27日、両津総合体育館で、第

7回佐渡市美術展覧会が開かれました。訪れ

た人は、展示された多くの作品を鑑賞し、芸

術の秋を堪能していました。

入賞者（敬称略）
第１部門 絵画　【一般】市長賞　後藤恒雄（泉） 
教育長賞　椎　一夫（椎泊）【高校生以下】市

長賞　中野弘夢（佐渡高校）　教育長賞　本

多　萌（佐渡高校）

第２部門 版画　【一般】市長賞　緒方フミ子（椎
泊） 教育長賞　斎藤富美枝（河原田諏訪町）

第３部門 彫塑・工芸　【一般】市長賞　伊藤彩
名（畑野）　教育長賞　松木サチ子（真木）

第４部門 書道　【一般】市長賞　坂野幸子（北
五十里）　教育長賞　土賀マサ（真更川） 【高

校生以下】市長賞　池田慎司（佐渡高校）　教

育長賞　濱本加奈子（佐渡高校）

第５部門 写真　【一般】市長賞　磯部征一（新
穂皆川）　教育長賞　水橋正暁（千種）

ジュニア部門 絵　【小学生】市長賞　松木映吾
（河崎小6年）　教育長賞　竹田千夏（加茂小１

年）　細野和久（畑野小４年）　早川 侑（真野

小５年）　【中学生】市長賞　坂野　農（高千

中１年）　教育長賞　中原瑞葵（羽茂中３年）

ジュニア部門 書　【小学生】市長賞　池野利一
（両津小６年） 教育長賞　滝田 伸（真野小２

年）　本間文貴（真野小３年）　佐藤友紀

（松ヶ崎小５年） 【中学生】市長賞　甲斐奈央

（佐渡中等教育２年）　教育長賞　中川　紬

（小木中３年）　

　新潟中郵便局（新潟市中央区）にて、9月

1日から10月下旬まで、「佐渡応援フェア」

を開催していただきました。市が佐渡観光

を盛り上げようと取り組んでいる「ＣＨＥＥＲ ＵＰ（チアーアップ）！ふ

んばれっちゃ！佐渡キャンペーン」に協賛いただいたもので、多くの

新潟市民へ佐渡の魅力を伝えていただきました。その功績をたたえ、

11月5日、髙野市長から新潟中郵便局の坂本局長へ感謝状を贈呈しま

した。大変ありがとうございました。

やせごまづくりで3世代交流
　住吉地区（両津）の三世代（子ども・親・高齢者）が集まり、

10月23日に交流会を行いました。集まった子どもたちは、地

域のお年寄りに教えてもらいながら一緒に、佐渡の郷土食

「やせごま」づくりを楽しみました。また、昼食のおにぎり

や豚汁づくりを手伝った

り、かるたや肩たたきな

どでふれ合い、食や遊び

をとおして交流を深めま

した。お互いの顔が分か

ることで地域のコミュニ

ケーションが良くなり、

今後、幅広い年齢層での

活動が期待されます。

髙野市長から新潟中郵便局の坂本局長（写真右）へ感謝状を贈呈

応援ありがとうございました  新潟中郵便局「佐渡フェア」に感謝状

18



　株式会社イトーヨーカ堂様から、「佐渡市トキ環境

整備基金」へ65万円をご寄付いただきました。イ

トーヨーカ堂様では、平成20年9月から「朱鷺と暮

らす郷づくり認証米　新潟県佐渡産こしひかり」を

165店舗で販売していただいています。佐渡市が推

進する生物多様性の保全活動に賛同していただき、

その販売利益の一部を昨年に引き続き贈呈していた

だいたものです。ありがとうございました。

「佐渡の民話語り」公演　北海道で開催
　北海道増毛町において9月11日から13日までの3日間、「佐渡の民話語り

部事業」が開催されました。この事業は増毛町「町制施行110周年記念事業」

として開催されたもので、明治6年に北前船で単身北海道増毛町へ渡り、呉

服商に始まりニシン漁の網元、海運業、酒造業などの商いにより、一代で

巨額の富を築いた本間泰蔵氏（旧商家･丸一本間家初代当主）が現・佐渡市

佐和田出身で、佐渡市と深い縁があるということから『赤泊民話語り部の会』金

子勝雄さん、大岩ミドリさん、吉田純子さんの3名が招かれたものです。

　3日間で合計7回の公演と町内の小学校・中学校・高校を回り、すべての公演で異

なった民話を1人当たり20数話演じた他に、夜の部では民話の後に狂言風民話劇「お

神酒天狗」を演じ、連日、公演会場は満員御礼となって大成功でした。また、持参し

た佐渡の特産品（朱鷺と暮らす郷米）・パンフレットなどをご来場いただいた皆さ

まにお配りして、佐渡市の紹介も含めて、大好評でした。

【旧商家･丸一本間家】ホームページアドレス  http://honmake.blogspot.com/

出展作品 「友禅古美術屏風“宝”」

「お神酒天狗」を演じた金子勝雄さん（写真右）、
吉田純子さん（中央）、大岩ミドリさん（左）

ご寄付ありがとうございました

　11月17日～19日に行われた国内最大のインテリア

関連見本市「第29回ジャパンテックス2010」に、内

装・インテリア業を営む斎藤商事株式会社（秋津）

の作品が出展され、会場の注目を集めました。国宝

「風神雷神図屏風」を模した作品は、「友禅古美術

屏風“宝”」と名付けられ、伝統工芸師の熟練の技

が込められています。来年1月からフランスのパリで

開催されるインテリアとデザイン関連見本市「メゾ

ン・エ・オブジェ2011」にも初出展されます。

「日本の美」を佐渡から世界へ

　11月8日、島外の著名な料理人を佐渡に招待し、

佐渡産の食材を提案する「朱鷺と暮らす郷 食材提案

会in佐渡」が両津やまきホテルで開催されました。

会場には佐渡産の農産物や乳製品、魚介類など、島

内の22団体から提案のあった64品が並べられまし

た。招かれた7名の料理人の方は、会場に並んだ

品々を試食し、佐渡産品の評価や素材の活用方法な

どを生産者・加工業者などと話し合い、交流を深め

ました。佐渡産品の良さを見直すことで、食の魅力

アップにつながり、産業の活性化が期待されます。

佐渡のおいしい食材を提案

　11月1日今年最

後の子牛共進会

が、2日には高千家

畜市場が開催され

ました。子牛共進

会には49頭（雌23

頭、去勢26頭）の

出場があり、雌の部は石名の渡辺與市さん、去勢の

部は岡崎敦さんが最優秀賞を受賞されました。次の日

の家畜市場には、子牛の上場頭数が117頭あり、１

頭当たりの平均価格は前回の７月市場比較で1702

円下落し、33万155円での取引となりました。

秋季子牛共進会が開催されました

国の重要文化財
指定《旧商家・
丸一本間家》で
行われた民話語
り部公演の様子

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す
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10
月
21
日
、
あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
公
民
館
講
座
「
ゴ
ー
ル
ド
相

川
」
の
皆
さ
ん
が
、
押
し
花
を
受
講
さ
れ
ま

し
た
。
飯
山
八
重
子
先
生
か
ら
ご
指
導
を
受

け
て
の
初
め
て
の
押
し
花
作
り
で
、
花
い
っ

ぱ
い
に
彩
ら
れ
た
は
が
き
サ
イ
ズ
の
作
品
を

２
枚
作
り
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
受
け
取
っ
た

人
の
喜
ん
だ
顔
が
浮
か
ぶ
出
来
栄
え
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
11
月
の
相
川
地
区
美

術
展
に
出
品
し
ま
し
た
。

　
羽
茂
地
区
で
は
、
毎
年
秋
に
健
康
登
山
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
金
北
山
か
ら
ド
ン

デ
ン
山
へ
の
コ
ー
ス
を
企
画
し
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
参
加
申
込
が
27
名
あ
り
、
そ
れ
に
ス

タ
ッ
フ
３
名
の
総
勢
30
名
と
い
う
大
パ
ー
テ

ィ
ー
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
冷
た

い
強
風
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
雨
に
も
少
し

降
ら
れ
る
な
ど
自
然
の
厳
し
さ
を
肌
で
感
じ

な
が
ら
ド
ン
デ
ン
山
を
目
指
し
ま
し
た
。
約

15
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
終
え
た
参
加
者

は
、
疲
れ
た
け
れ
ど
楽
し
い
一
日
だ
っ
た

よ
、
来
年
は
ど
の
コ
ー
ス
に
な
る
の
か
な
、

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

①新参者 東野圭吾著　講談社
②１Q84  BOOK１．２．３ 村上春樹著　新潮社　
③告白 湊かなえ著　双葉社
④半島へ、ふたたび 蓮池　薫著　新潮社
⑤まねき通り十二景 山本一力著　中央公論新社
⑥英雄の書　上・下 宮部みゆき著　毎日新聞社
⑦トキ物語 大山文兄著　産経新聞出版
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（
羽
茂
地
区
）

平成22年 佐渡市図書館で読まれたベスト７

この本だいすきの会・代表小松崎進先生の講演会から
11月5日、トキ交流会館において、「子どもの
こころとことばを育てる読みがたり」と題した
講演会を開催しました。長年、小学校教師を
されていた小松崎先生は、子どもたちに本を
読みつづけ子どもたちと温かい関係を築いて
こられました。そのエピソードをまじえてのお話や読みがたり（読み聞かせ）は笑いあ
り、涙ありの感動的な時間でした。87歳の先生は、全国各地で読みがたりを広めようと
講演活動を行っています。

【さわた図書館からのお知らせ】
　2月末まで、耐震工事のため、ご迷惑をおかけしております。
　郷土資料・大型図書が利用できなくなっていますが、よろしくお願いします。
【22年度の移動図書館は、12月末で終了となります】
　12月15日（水）下久地～両尾～前浜方面
（内海府・北鵜島方面は12月1日で終了しました）
【佐渡市立図書館のホームページから予約ができます】
　http://lib.city.sado.niigata.jp

　11月 7日、絵本のカバーを使って、親
子で楽しみながらエコバッグを作成しま
した。

エコバッグ作りに挑戦しました
　　　　　　　　　（中央図書館）

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4170
（両津支所内）
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